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保健推進課の現状と未来

渡　部　初　枝

は じ め に

保健推進課は、健康診断、人間ドック、がん検診な
どの健診（検診）業務を中心に、健康教室、保健指導、
在宅療養指導（訪問指導含む）、患者会活動支援、予
防接種業務など一次予防から三次予防まで幅広く予防
に関する業務を担っている。当院に通院・入院される
方をはじめ地域の方々の健康増進、疾病の発症予防、
悪化予防のためにさまざまな取り組みをしている部署
である。

活動の現状

今日の保健推進課が担う事業の内容は以下のとおり
である。
健診（検診）事業

昭和45年度より開始した人間ドックは、近年ニー
ズが増大したことにより、ドック・健診の種類やオプ
ション検査が増え、受診者は年々増加している。受診
者数の推移は、図１に示すとおりである。また平成６
年度より開始した乳幼児健診、耳鼻科検診、眼科検診
等の健診事業は現在も継続しており、小児科医、耳鼻
科医、眼科医等を市町等に派遣し、実施している。さ
らに要医療者への二次検査受診対策を強化し、外来と
連携をはかりながらドック・健診当日に二次受診がで
きる体制を整えている。　
健康教育

１．保健指導：人間ドック・健診時に受健者に対して
保健指導を実施し、検査結果に基づく生活習慣の改
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善に向けたアドバイスや健康に関する情報提供を行
うとともに受診勧奨を行っている。また電話での相
談にも応じており、健診結果に関することや心身の
健康への不安、家族の健康に関すること等さまざま
な相談に対応している。平成21年度からは、国の法
律で定められている特定保健指導（特定健康診断含
む）を各保険者と委託契約し実施しており、平成27
年度以降は年間100件以上実施している。実施件数
は図２に示すとおりである。
２．健康教室：昭和56年から、地域住民の健康増進、
疾病予防などを目的にした健康教室を開催してい
る。糖尿病教室をはじめ、健康医学講座、家庭介護
教室、血液さらさら教室、いきいき家族健康教室、
健康づくり大作戦・運動教室、メタボリックシンド
ローム教室、健診事後フォローアップ教室、市民健
康講座など、これまでさまざまな健康教室を企画し、
教室毎に年間２～６回ずつ開催している。
現在実施している健康教室は以下のとおりである。
１）糖尿病教室：昭和58年から継続して開催してい
る。現在糖尿病対策委員会や糖尿病サポートチー
ム会と協働して企画・開催している。近年は雲南
市保健関係者の協力も得て、雲南市の糖尿病重症
化予防対策事業としても位置づけられている。
２）健診事後フォローアップ教室：肥満を改善し、
生活習慣病を予防することを目的とした教室であ
り、平成23年度から開催している。近年は雲南市
と共催で開催している。
３）市民健康講座～家族を守り隊！ここで学んであ
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なたも『おうちナース』になろう～：家庭で役立
つ健康情報を提供するとともに、医師をはじめと
する病院職員やチームの活動紹介を通して住民へ
の理解を深め、信頼関係を築く機会となることを
目的とした教室であり、平成26年度から開催して
いる。
４）そのほか
　　出前講座として、地域の催し物等に出かけ、血
圧や血糖測定等の検査、健康に関する講義、健康
相談などを行っている。また健康情報誌「いきい
きうんなん」も年４回程度発行している。

在宅療養指導

当院に通院する糖尿病の方、オストミーの方、骨粗
鬆症の自己注射治療をする方等を対象に、安心して在
宅療養ができるよう医師の指示に従い指導を実施して
いる。また状況に応じて、在宅への訪問による指導も
行っている。現在の実施件数は、年間約130件である。
患者会支援活動

地域に在住する方を対象とした、雲南友の会（糖尿

病患者会、昭和58年発足）、雲南KA友の会（オスト
ミー患者会、平成５年発足）、腎友会（人工透析患者会、
平成11年発足）の３つの患者会を置き、その事務局と
して支援している。総会、院外研修、親睦会等を行い、
会員の学びの場また会員同士の交流の場としている。
感染症予防事業

予防接種に関する業務を担っている。主として、高
校生以上のインフルエンザ予防接種や高齢者肺炎球菌
予防接種、成人の麻しん風しんワクチンの予防接種お
よび風しん抗体に関する業務を担っている。また平成
30年度からは、小児の予防接種の予約や相談業務を
行っている。

おわりに

これからも地域のニーズに即した予防活動を中心に
展開し、地域の保健・福祉･医療の発展に貢献できる
保健推進課として存在していけるよう努力を続けたい
（図３）。

図２　特定保健指導実施件数

図１　ドック・検診の主コース・オプション件数の推移
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図３　保健推進課スタッフ
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